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２．光ＣＴ 

 紫外線、可視光線、赤外線の波長の光は人体をほとんど透過しないのですが、

一部の波長では透過します。たとえば太陽に手をかざして見ると手の一部が透

けて見えます。最近になり、波長が 700～1,500nm 程度の近赤外光は人体組織

に対して高い透過性を有することが分かってきました。すなわち、一部の代謝

物質を除いて吸収による減衰を受けません。３０cm 程度の厚さの人体組織を通

過した光を検出できるのです。この領域の光に対しては血液中に含まれるヘモ

グロビン（赤血球の成分で酸素を運ぶ役目をする）、ミオグロビン、チトクロー

ム酸化酵素などが特徴的な吸収帯を有することが分かっています。したがって

例えば 800nm 付近の近赤外光により生体内のヘモグロビンが計測できます。と

いうことは人体組織中の静脈血の酸素の濃度を人体の外から何も痛いことをせ

ずに測定できることになります。また、ミオグロビンからは心筋や骨格筋の細

胞内の酸素濃度が計れます。したがって照射する光の波長を適当に選択するこ

とにより、生体内の代謝物質を選択して計測できます。このように非侵襲的に

体内の代謝物質を計測し、かつ画像にする技術として光ＣＴなるものが注目さ

れつつあり、すでに動物実験では血液中のヘモグロビンが計測され、酸素代謝

の情報が得られています。脳内酸素代謝モニターとして臨床用に試作されてい

るものもあります。まだ画像を得る方法としての技術については種々の方法が

研究されつつある段階ですが、わが国はこの研究では世界をリードしており、

近い将来光ＣＴの実現も夢ではなくなってきています。 

 

３．温熱画像 

 現在温度情報は赤外線サーモグラフィーにより得られますが、その情報は体

表面下高々5mm 深度までであり、それより深い部位の温度は測定できません。

現在さしあたって体内温度情報を必要としている分野は癌の温熱治療時の非侵

襲的測定である。すなわち癌部を４３℃に温めて治療をするのですが、その時

に温度があがったかどうかを確かめる方法として現在はある点を直接温度計で
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計るしかありません。癌を含めた組織全体の温度が体外から計れれば理想的で

す。体表面ではなく、より深部の温度を計測して画像にしようとする試みは種々

行われています。ＭＲＩ（磁気共鳴画像）やマイクロ波を利用して研究開発が

進められています。 

 現在用いられている赤外線サーモグラフィでも自律神経の機能に関する情報

や、血流情報が得られ生理機能画像としての役割が期待されています。体内深

部の温度情報が得られれば生理機能画像としての用途が広まるものと期待され

ます。 

 

４．コンピュータ診断支援 

 画像診断に際して、予め異常所見があるかどうか、その可能性をコンピュー

タが示してくれれば、沢山の画像を診断する集団検診などでの画像診断に大い

に役立ちます。いわゆるセンカンドオピニオンとしてのコンピュータ診断支援

の研究は画像のデジタル化が進むなかで本格化しつつあります。国内でも肺癌

の検診への応用を目指して胸部Ｘ線写真や集検用ヘリカルＣＴ画像に対するア

プローチ、肺の間質影の抽出システム、乳癌マンモグラフィの自動スクリーニ

ングシステム、胃二重造影像からの胃癌の検出などが研究されています。コン

ピュータ診断支援といってもコンピュータが画像を見て自動的に診断を下すわ

けではありません。診断支援は今のところ①診断画像の中から通常では見られ

ない所見を選び出してその情報をとりだし医師に提示する、②診断画像に見ら

れる異常な情報の意味に関しての判断を行う、のいずれかを目的としています。

もちろん最終判断は医師が行うわけです。最近はデジタル画像の質の向上、診

断機器の性能改善・新手法の開発、画像処理技術の向上、人工知能・ニューラ

ルネットワークの手法の充実と普及実用化、ワークステイションの機能の性能

アップなどがあり国内外での研究にも一段と拍車がかかっています。臨床に導

入される日も近いものと思われます。 

 

５．将来展望 

 診断分野では２０世紀はＸ線による形態診断が主体でありましたが、２１世

紀にはこれに加えて代謝・機能・生理生化学的診断が画像診断の分野で盛んに

なるでありましょう。形態診断の分野でもより細かい部分を対象とした微細診

断に向けて、超音波、Ｘ線ＣＴ、ＭＲＩ、ＰＥＴなどで機器の改良・開発が進

むと思われます。また、放射光を用いた単色Ｘ線ラジオグラフィー、超拡大撮

影などの試みも進められるでありましょう。感覚の可視化はこれからの画像診
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断領域で注目されるものです。特に痛みを表現する画像診断法の確立は医療の

分野で画期的なものとなりましょう。手術計画やシミュレーションにおける三

次元画像の応用では触覚の画像への組み込みも重要となります。超音波とＸＣ

Ｔとの複合画像から硬さを表すことが可能なことはすでにわかっていますがこ

の方面の研究も進められる必要があります。 

 これからの画像診断はより精度の高い形態診断法の確立、機能・代謝・生理

診断法の充実が相俟って、ますます疾患の病態解明、治療技術の選択、治療へ

の応用、また疾病の予防において貢献するであろうことは疑う余地のないとこ

ろです。 
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